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西
暦
２
６
９

年
の
２
月

14

日
、
兵
士
の
自

由
結
婚
禁
止
政

策
に
反
対
し
た
バ
レ
ン
タ
イ

ン
司
教
が
、
時
の
ロ
ー
マ
皇

帝
の
迫
害
に
よ
り
処
刑
さ
れ

た
。
そ
れ
か
ら
こ
の
日
が
バ

レ
ン
タ
イ
ン
司
教
の
記
念
日

と
し
て
キ
リ
ス
ト
教
の
行
事

に
加
え
ら
れ
、
「
愛
の
日
」

と
し
て
花
や
ケ
ー
キ
等
を
贈

る
風
習
と
な
っ
た
。

　

女
性
が
男
性
に
チ
ョ
コ
レ

ー
ト
を
贈
る
習
慣
は
日
本
独

自
の
も
の
だ
。
い
ま
や
結
婚

は
男
女
間
だ
け
の
事
で
は
な

く
、
世
界
で
は
同
性
婚
を
認

め
る
国
が
増
え
て
い
る
。
日

本
で
も
２
０
１
５
年
、
東
京

の
渋
谷
区
と
世
田
谷
区
で
、

同
性
カ
ッ
プ
ル
を
自
治
体
が

証
明
し
た
り
、
宣
誓
を
受
け

付
け
る
な
ど
の
対
応
が
始
ま

っ
て
お
り
、
同
性
カ
ッ
プ
ル

を
公
的
に
認
め
る
制
度
も
広

が
っ
て
い
る
。
同
性
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
は
、
国
が

法
律
で
認
め
る「
結
婚
」と
は

違
う
制
度
で
は
あ
る
が
、
日

本
全
体
の
人
口
に
対
す
る
カ

バ
ー
率
は
75
％
を
超
え
た
。

　

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
＋
の
よ
う
に

性
の
あ
り
方
に
も
多
様
性
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
ず
は

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
か
ら
社
会

に
浸
透
さ
せ
、
性
差
別
を
な

く
す
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

 

（
Ｙ
）

別刷りに改定特集別刷りに改定特集

　本号５～22面（別
刷り）に診療報酬改
定特集を掲載してい
ます。

２ 月 ３ 日
会員学習会

初
再
診
料
ア
ッ
プ
も
複
雑
化

２
０
２
４
年
改
定

協
会　

別
途
説
明
会
を
予
定

第51回保団連大会

小澤氏を保団連副会長に選出
協会　歯科医師需給問題など発言

マ
イ
ナ
保
険
証
促

進
に
２
１
７
億
円

　

中
医
協
は
、
２
０
２
３
年

10
月
と
の
比
較
で
２
０
２
４

年
１
月
以
降
の
マ
イ
ナ
保
険

証
利
用
率
が
一
定
以
上
増
加

し
た
医
療
機
関
に
対
し
て
利

用
件
数
１
件
に
つ
き
20
円
〜

１
２
０
円
（
支
援
額
は
増
加

量
に
応
じ
て
段
階
的
に
設

定
）
の
支
援
額
を
提
案
し
て

い
る
。
平
尾
氏
は
、「
今
回

の
診
療
報
酬
改
定
率
０
・
88

％
は
約
８
０
０
億
円
に
相
当

す
る
が
到
底
不
十
分
だ
。
大

多
数
の
国
民
が
望
ま
な
い
マ

イ
ナ
保
険
証
の
促
進
に
２
１

７
億
円
も
費
用
を
投
じ
る
こ

と
は
断
じ
て
許
せ
な
い
」
と

強
く
批
判
し
た
。

手
書
き
で
紙
請
求

の
継
続
は
２
／
29

ま
で
に
届
出
を

　

オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
に
つ
い

て
は
、
４
月
以
降

も
紙
で
の
請
求
を

継
続
し
た
い
場
合

は
２
月
29
日
ま
で

に
東
京
の
支
払
基

金
本
部
お
よ
び
大

阪
国
保
の
い
ず
れ

に
も
届
出
が
必
要

で
あ
る
旨
を
呼
び

か
け
た
。（
詳
細

４
面
）

初
再
診
料
は
別
途

説
明
会
を
予
定

　

初
再
診
料
に
つ
い
て
は
、

ス
タ
ッ
フ
の
賃
上
げ
の
た
め

の
評
価
料
が
新
設
さ
れ
る

が
、
ど
れ
だ
け
ベ
ー
ス
ア
ッ

プ
し
た
か
に
よ
っ
て
初
再
診

料
が
１
と
２
と
に
分
か
れ
る

上
、
給
与
台
帳
の
準
備
が
求

め
ら
れ
る
。
非
常
に
複
雑
で

あ
る
た
め
別
途
、
協
会
と
し

て
説
明
会
を
予
定
し
て
い
る

と
説
明
し
た
。

　

技
工
士
に
つ
い
て
も
賃
上

げ
対
策
が
図
ら
れ
、
歯
冠
修

復
や
欠
損
補
綴
物
の
製
作
に

か
か
わ
る
項
目
に
つ
い
て
、

評
価
が
上
が
る
予
定
だ
。

　

施
設
基
準
に
つ
い
て
平
尾

氏
は
「
多
く
が
組
み
替
え
ら

れ
る
」
と
注
意
を
促
し
、
新

興
感
染
症
等
に
対
応
可
能
な

歯
科
医
療
提
供
体
制
と
し

て
、
外
来
環
境
体
制
加
算
１

が
医
療
安
全
と
感
染
対
策
の

２
つ
に
分
か
れ
る
こ
と
、
か

か
り
つ
け
強
化
型
歯
科
診
療

に
つ
い
て
は
、
小
機
能
と
口

機
能
を
中
心
に
長
期
管
理
す

る
方
向
で
変
更
さ
れ
る
こ
と

な
ど
を
解
説
し
た
。

　

訪
問
に
つ
い
て
は
訪
問
診

療
料
１
に
つ
い
て
の
み
20
分

要
件
は
廃
止
さ
れ
る
。
訪
問

診
療
は
３
つ
の
区
分
か
ら
５

つ
の
区
分
に
変
更
と
な
る
こ

と
や
、
訪
問
歯
科
衛
生
指

導
、
医
科
歯
科
連
携
の
推
進

に
関
わ
る
評
価
な
ど
に
つ
い

て
報
告
が
あ
っ
た
。

４
月
14
日
以
降

説
明
会
を
開
催

　

点
数
の
発
表
は
こ
れ
か
ら

と
な
る
。
初
再
診
料
な
ど
賃

上
げ
に
関
わ
る
計
算
方
法
や

提
出
書
類
も
未
定
だ
。
施
設

基
準
に
つ
い
て
も
経
過
措
置

は
予
想
さ
れ
る
も
の
の
、
改

め
て
研
修
が
必
要
か
ど
う
か

な
ど
は
ま
だ
明
ら
か
に
な
っ

て
い
な
い
。

　

今
改
定
の
実
施
は
６
月
１

日
な
の
で
、
新
聞
で
も
協
会

か
ら
の
情
報
を
掲
載
し
て
い

く
。
診
療
報
酬
改
定
に
関
す

る
情
報
は
、
４
月
14
日
を
皮

切
り
に
協
会
が
計
５
カ
所
で

開
催
す
る
説
明
会
で
伝
え
た

い
。
３
月
５
日
付
の
新
聞
で

の
案
内
を
予
定
し
て
い
る
。

　

全
国
保
険
医
団
体
連
合
会

（
保
団
連
）
は
活
動
方
針
や

執
行
体
制
な
ど
を
決
め
る
第

51
回
定
期
大
会
を
１
月
27
日

〜
28
日
、
東
京
都
内
で
開

き
、
協
会
か
ら
小
澤
力
理
事

長
、
玉
川
尚
美
理
事
の
２
人

を
保
団
連
理
事
に
選
出
し

た
。
住
江
憲
勇
保
団
連
会
長

の
退
任
に
伴
っ
て
竹
田
智
雄

保
団
連
会
長
（
岐
阜
県
保
険

医
協
会
会
長
）
を
新
た
に
選

出
し
、
小
澤
力
理
事
長
を
保

団
連
副
会
長
に
選
出
し
た
。

健
康
保
険
証
の
存
続
や
、
医

療
・
社
会
保
障
の
充
実
を
求

め
る
運
動
に
重
点
を
置
い
た

活
動
方
針
案
が
承
認
さ
れ
新

た
な
執
行
体
制
の
下
で
運
動

の
推
進
を
図
る
。
大
会
に
は

協
会
を
代
表
し
て
平
尾
清
司

・

矢
部
あ
づ
さ
両
副
理
事

長
、
平
野
権
栄
・
小
林
裕
次

郎
両
理
事
が
代
議
員
と
し
て

出
席
し
た
。

　

歯
科
に
関
す
る
討
議
で

は
、「
歯
科
の
全
医
療
費
に

占
め
る
割
合
は
か
つ
て
10
％

あ
っ
た
も
の
が
７
％
未
満
に

留
ま
っ
て
お
り
、
今
回
の
改

定
で
は
歯
科
の
医
寮
費
上
昇

分
は
全
体
の
０
・
04
％
分
の

引
き
上
げ
に
し
か
な
ら
な

い
」（
兵
庫
）
、「
医
科
と
歯

科
の
診
療
報
酬
で
は
、
初
再

診
料
等
の
格
差
が
あ
り
、
医

科
並
み
に
引
き
上
げ
を
求
め

る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
」

（
埼
玉
）
な
ど
、
改
定
率
が

不
十
分
で
あ
り
保
団
連
に
運

動
を
強
め
る
提
起
の
発
言
が

あ
っ
た
ほ
か
、「
子
ど
も
の

歯
科
矯
正
に
保
険
適
用
の
拡

充
を
求
め
一
致
団
結
し
た
活

動
を
」（
三
重
）
、
「
さ
ら
な

る
病
院
歯
科
口
腔
外
科
の
充

実
を
」（
兵
庫
）
、
「
歯
科
と

の
連
携
に
つ
い
て
医
科
に
周

知
す
る
工
夫
を
」（
和
歌

山
）、
「
技
工
士
が
い
な
く
な

る
! !
歯
科
の
壊
滅
! !
も
う
時

間
が
な
い
! !
」（
鳥
取
）
な

ど
の
発
言
が
あ
っ
た
。

　

協
会
は
、
①
「
歯
科
医
師

国
家
試
験
の
あ
り
方
を
問

う
」、
②
「
保
険
証
残
せ
運
動

の
到
達
を
踏
ま
え
、
選
挙
で

政
権
交
代
を
実
現
し
よ
う
」、

③
「
国
保
統
一
化
と
大
阪
万

博
問
題
」、
④
「
辺
野
古
新
基

地
建
設
を
め
ぐ
る
政
府
の
代

執
行
を
許
さ
ず
、
即
時
中
止

へ
」
、
⑤
「Don't 

Bank 
on 

the Bomb

（
＝
核
兵
器
に
お

金
を
貸
す
な
）
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
の
取
り
組
み
強
化
と
保
険

医
年
金
受
託
生
保
各
社
に
働

き
か
け
を
」、
⑥
「
新
会
館
建

設
運
動
に
つ
い
て
」
の
計
６

本
の
テ
ー
マ
で
発
言
し
た
。

 

（
関
連
２
・
３
面
）

　

２
月
３
日
、
協
会
は
「
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
・
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
を
巡
る
情
勢
と
運

動
」
を
テ
ー
マ
に
会
員
学
習
会
を
開
催
し
46
人
が
参
加
し
た
。
診
療
報
酬
改
定
の
最
新
情

報
を
平
尾
清
司
社
保
研
究
部
長
が
解
説
し
た
。

避難所運営
ガイドライン
2016年４月

スフィア・
ハンドブック
2018年

防
災
施
策
の
充
実
急
務

　

１
月
17
日
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
救
援
復
興
兵
庫
県
民

会
議
の
主
催
で
阪
神
・
淡
路
大
震
災
29
年
メ
モ
リ
ア
ル
集

会
が
開
か
れ
た
。
復
興
兵
庫
県
民
会
議
代
表
委
員
の
畔
布

和
隆
氏
が
主
催
者
挨
拶
を
し
能
登
半
島
地
震
の
避
難
所
の

実
態
も
挙
げ
、
避
難
所
の
改
善
を
急
ぐ
必
要
性
を
訴
え

た
。
畔
布
氏
の
挨
拶
概
要
を
上
下
回
で
紹
介
す
る
。

阪
神
・
淡
路
か
ら

７
回
目
の
震
度
７

　

気
象
庁
の
発
表
に
よ
る

と
、
２
０
２
４
年
１
月
１
日

16
時
６
分
ご
ろ
石
川
県
珠
洲

市
で
震
度
５
強
、

16
時
10

分
、
同
県
志
賀
町
で
震
度
７

を
観
測
。
１
９
９
５
年
１
月

17
日
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災

で
震
度
７
を
観
測
し
て
以

来
、
国
内
で
は
２
０
０
４
年

10
月
新
潟
県
中
越
地
震
、
２

０
１
１
年
３
月
東
日
本
大
震

災
、
２
０
１
６
年
４
月
熊
本

地
震
（
２
回
）
、
２
０
１
８

年
９
月
北
海
道
胆
振
東
部
地

震
で
震
度
７
が
観
測
さ
れ
、

今
回
の
能
登
半
島
地
震
は
国

内
で
７
回
目
と
な
る
。
日
本

は
紛
れ
も
な
い
地
震
列
島
で

あ
る
こ
と
の
警
鐘
が
鳴
ら
さ

れ
て
い
る
。

29
年
改
善
さ
れ
て

い
な
い
避
難
所

　

今
回
の
能
登
半
島
地
震
被

災
に
お
い
て
も
、
避
難
所
で

水
、
食
料
、
ト
イ
レ
の
不

足
、
体
育
館
な
ど
の
空
間
で

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
な
い
等
、

29
年
前
の
阪
神
・
淡
路
大
震

災
当
時
と
全
く
同
じ
状
況
を

繰
り
返
し
て
い
る
。
政
府
・

内
閣
府
が
２
０
１
６
年
４
月

に
発
表
し
た
「
避
難
所
運
営

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」

に
は
、

「
東
日
本
大
震
災
で
は
、
避

難
所
に
お
け
る
『
生
活
の

質
』
に
は
課
題
が
多
く
、

水
、
食
料
、
ト
イ
レ
等
は
不

十
分
で
、
暖
房
は
限
定
的
で

あ
り
、
狭
い
空
間
で
の
生
活

に
よ
っ
て
、
多
く
の
被
災
者

が
体
調
を
崩
す
恐
れ
と
隣
り

合
わ
せ
の
生
活
で
あ
っ
た
」

と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

間
、
政
府
・
自
治
体
は
い
っ

た
い
何
を
し
て
い
た
の
か
。

　

国
際
基
準
で
は
最
低
限
満

た
さ
れ
る
べ
き
基
準
（
通
称

・
ス
フ
ィ
ア
基
準
）
と
し
て

避
難
所
の
一
人
当
た
り
ス
ペ

ー
ス
は
最
低
３
・
５
㎡
（
お

よ
そ
畳
２
枚
分
）
、
ト
イ
レ

は
20
人
に
１
つ
、
女
性
用
は

３
倍
必
要
で
あ
る
こ
と
な
ど

が
示
さ
れ
て
い
る
。
現
状
の

国
内
の
避
難
所
は
、
世
界
の

最
低
基
準
に
も
達
し
て
い
な

い
。関

連
死
が
直
接
死

の
４
倍
に

　

被
災
生
活
の
身
体
的
・
精

神
的
負
担
な
ど
に
よ
る
災
害

関
連
死
は
、
２
０
１
１
年
の

東
日
本
大
震
災
で
は
約
３
８

０
０
人
、
２
０
１
６
年
の
熊

本
地
震
で
は
直
接
死
の
４
倍

の
２
０
０
人
超
に
上
っ
て
い

る
。
国
際
基
準
以
下
の
「
避

難
所
の
生
活
環
境
」
な
ど
、

被
災
者
処
遇
に
つ
い
て
、
強

く
政
府
・
自
治
体
に
改
善
要

求
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

防
災
施
策
の

充
実
こ
そ

　

核
攻
撃
に
耐
え
ら
れ
る
よ

う
な
自
衛
隊
基
地
の
整
備
強

化
の
前
に
、
毎
年
の
よ
う
に

地
震
や
台
風
・
水
害
な
ど
に

襲
わ
れ
る
国
民
の
「
生
命
・

く
ら
し
」
を
守
る
た
め
に
、

大
幅
に
予
算
を
増
額
し
、
災

害
時
の
「
避
難
所
」
の
整
備

強
化
、
食
事
や
ト
イ
レ
の
改

善
、
防
災
施
策
の
充
実
こ
そ

が
、
政
府
の
急
務
で
あ
る
こ

と
を
強
く
求
め
る
必
要
が
あ

る
。

主
催
者
挨
拶

主
催
者
挨
拶

阪
神
・

淡
路
大
震
災

メ
モ
リ
ア
ル
集
会

阪
神
・

淡
路
大
震
災

メ
モ
リ
ア
ル
集
会

上

平尾氏の講演を聞く参加者

左・竹田氏
右・小澤氏


